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はじめに 

 

この解説書は、「令和元年森林吸収源インベントリ情報整備事業（パリ協定の詳細ルール合意を見据え

た技術的課題の分析・検討）のうち、Intergovernmental Panel on Climate Change（IPCC）が

2019 年 5 月の第 49 回総会で承認した「2006 年 IPCC 国別温室効果ガスインベントリガイドラインの

2019 年改良（以下、2019 年方法論報告書）」の、「農業、森林、及びその他の土地利用（AFOLU）

分野に関係する箇所について、翻訳及び解説を作成する業務」と、「2006 年方法論報告書からの変更個

所について変更内容の分析を行い、解説を作成する業務」の成果である。 

更に、解説書本体に加え、2019 年方法論報告書作成に携わった執筆者（Lead Author）からの視

点を取り纏めた章を冒頭に概要版として掲載している。2019 年方法論報告書を読み解くうえで、我が国にと

って関わりの深いものや、改訂に至るまでの議論などを示した。 

なお、この解説書は National Greenhouse Gas Inventory（GHG インベントリ）の作成に携わる技

術者を主な利用者として想定している。これまでに GHG インベントリ作成に携わった経験者に対しては、

2006 年方法論報告書からどのような点が変更されたかということが理解できるよう、変更箇所について

「Update（更新）」、「New Guidance（新規ガイダンス）」などに分けて明記している。また、2019 年方

法論報告書に至るまでの経緯など背景に関する情報も盛り込んでいる。 

 

最後に、この解説書は本業務の受託団体が 2019 年方法論報告書を翻訳しながら解説を加えたもので

あり、IPCC の公式文書ではない。そのことから、利用に際しては常に原文となる 2019 年方法論報告書を参

照されたい。 

 

 



 

 
 

 

【Ⅰ】 2019 年方法論報告書に 

おける論点整理 
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ここでは、解説書本体に至る前に、2019 年方法論報告書がどのような背景で実施され、改訂版を作

成する過程でどのような議論が行われたかについて、改訂に携わった Lead Author から意見聴取を行

い、論点整理として一つに取り纏めたものを以下に述べる。 

 

1. 全体概要 

1.1 背景 

温室効果ガス（GHG）の排出量、吸収量を規定する IPCC ガイドライン・ガイダンス（方法論報告

書）は、これまでに 1996 年改訂 IPCC ガイドライン1 、GPG-2000、GPG-LULUCF（2003）、

2006 年 IPCC ガイドライン（2006GL）、2013 年湿地ガイドライン、2013 年改訂京都議定書補

足的方法論（2013KPSG）が作成されてきた。このうち、GPG-2000、GPG-LULUCF の 2 つは

1996 年改訂 IPCC ガイドラインを発展させたものという位置づけで、2013 年に作成された 2 つのガイド

ラインは 2006GL の補遺という位置づけである。 

今回 IPCC により作成された 2019 年方法論報告書は、2006GL 作成以降 10 年近い時間が経

過し、科学的な知見や技術的な部分において進展がみられていること、これまで国際的な気候変動の

枠組みが更新される度に、利用する IPCC の方法論報告書も更新してきたことを鑑み、「パリ協定」の下

では、新たな方法論報告書が必要になるとの見込みの元、IPCC が独自に作成の提案を行い、作成を

進めたものである。 

これまでの方法論報告書は、UNFCCC（COP、CMP、SBSTA 等）から IPCC に作成を依頼し、そ

の要請に応じて IPCC が作成を行ってきた状況に対し、今回の 2019 年方法論報告書においては、

UNFCCC からの要請が欠落しているという点に特徴がある。 

 

1.2 2019 年方法論報告書の位置づけ・構成 

2019 年方法論報告書は、2006 年 IPCC ガイドラインの全面改訂（revise）ではなく、必要な個

所を改良（Refinement）したとの位置づけとなっており、事前に特定された課題への対応状況に合わ

せて、更新（update：パラメータ等を新たな知見に応じて更新したもの）、精緻化（Elaborate：ガ

イダンスの説明を分かりやすく書き直したもの）、新ガイダンスの作成（New Guidance：新たなガイダ

ンスを追加したもの）が行われている。 

構成は、2006GL の巻・章・節構成を踏襲しており、改良の必要がない部分は「No refinement」と

記載し、改良がおこなわれた部分のみ文章を追加している。従って、各方法論を網羅的に把握しようと

する場合は、2006GL の記載と合わせて読むことが必要となっている。2006GL や、2013 年湿地ガイ

ドラインと統合した一体的な方法論報告書の作成については、TOR、TOC を作成する段階のスコーピン

グ会合において論点に上がったものの、「将来的に必要があればその様な作業を IPCC に要請すべき」と

いった様な議論となり、2019 年方法論報告書作成完了時点で、統合版作成は行われていない。この

統合作業は、実務的には内容を理解が必要であるが、ある程度 TSU 主導で機械的に実施可能と考

 
1 最初のガイドラインが「改訂」と呼ばれるのは、当初 LUCF 分野無しの 1995 年 IPCC ガイドラインが策定された後に、LUCF 分野が

追加された改訂版となったため。現在 1995 年 IPCC ガイドラインは入手不可。 
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えられるものである。 

 

1.3 UNFCCC における 2019 年方法論報告書の使用について 

IPCC の方法論報告書は、基本的に国別温室効果ガス排出・吸収目録（GHG インベントリ）の作

成に用いられるものであり、UNFCCC の GHG インベントリ作成・報告ルールにおいてその扱いが定められ

ている。 

現在条約 4 条、12 条に基づき作成・報告する GHG インベントリは、先進国、途上国別々のルール

が設定されているが、先進国のルールは「条約附属書Ⅰ国における改訂 UNFCCC インベントリ報告ガイ

ドライン（24/CP.19）」で定められており、IPCC 方法論報告書については、2006GL が義務適用

（shall use）、2013 年湿地ガイドラインが任意適用（encourage to use）として位置付けられて

おり、また報告に用いる共通報告表（Common Reporting Format：CRF）もそれらのガイドライン

利用に応じた形で準備されている。この場合、適用ルールとして言及されていない IPCC ガイドラインは、

単なる科学的な報告書（science report）として扱われ、その方法論を利用する場合、各国が自国

の状況に適合しているか説明する Tier 3 扱い、もしくはパラメータについては国独自（Country 

Specific：C.S）の係数と同等の扱いとなる。 

パリ協定の下では、透明性枠組みに関する運用ルール（18/CMA.1）において、IPCC の方法論報

告書は、2006GL が義務適用、2013 年湿地ガイドラインが任意適用、パリ協定締約国会議（CMA）

で合意された改訂版や改良ガイダンスも義務適用すると定められている（パラ 20）。従って、2019 年

方法論報告書を正式適用する場合には、国際交渉（通常は SBSTA で実施、SBSTA51 の議題で

は、議題 11(a)に対応するもの）において、2019 年方法論報告書に対応する共通報告表

（Common Reporting Table：CRT）を作成の上、パリ協定締約国会合において全会一致で義

務利用に合意しないとならない。 

 

2. AFOLU 分野の改良について 

第 4 巻 農業、林業及びその他の土地利用（AFOLU）の章ごとに、改訂のポイントを以下に示す。

なお我が国から参加した執筆者（LA：Lead Author）は、章別もしくはそれを細分化した単位の検

討グループ（(Sub Breaking Out Group； SubBOG)に属し、改訂作業に携わることとなった。つま

り、第 4 巻すべての SubBOG に日本人専門家が参画していない。そのことから、以下各章の改訂ポイン

トについて、日本人専門家が参加した章については詳述し、それ以外は簡単な改訂ポイントの列挙に留

まっている。 

 

2.1  2 章（一般的なガイダンス）の変更 

2.1.1  主な変更点 

・ アロメトリー式の利用方法の追加（2.3.1.3 節） 

・ バイオマスマップを利用した算定方法（2.3.1.3 節） 

・ リター炭素ストックデフォルト値の更新（Table 2.2） 
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・ 枯死木炭素ストックデフォルト値の新規提供（Table 2.2） 

・ 鉱質土壌参照炭素量（SOCref）デフォルト値の更新（Table 2.3） 

・ バイオ炭の方法論追加（2.3.3.1 節の Tier 2）：農地・草地への施用が対象で、森林への施

用は完全に Tier 3 扱いとなっており、算定の必要はない 

・ ・Appendix 4 での Biochar の今後の見込みについての記載の追加 

・ 土壌質量均等法の紹介（Box2.2A）：同一深度ではなく、同一重量での比較を推奨 

・ 土壌 Tier 3 算定の事例紹介（Box2.2D）及びガイダンスの強化（2.5.2 節）：日本の Roth 

C の事例を紹介 

・ 年次変動（IAV：inter-annual variability）への対処と、自然攪乱由来排出を GHG インベ

ントリの推計から除外する Tier 3 法の説明（2.6 節） 

・ Tier１に用いる炭素ストック係数のデフォルト値が文献データにより更新された。 

・ Erosion（土壌侵食）に関する記述（新規）の追加 

 

2.1.2  森林土壌に係る議論の補足 

全体的に新しい土地利用変化係数の作業を進めながら、Steady State Method（簡易的モデル

を用いた Tier2 のアプローチ）の導入に関する検討、森林土壌における土壌炭素変化に関するファクタ

リングの検討、バイオ炭の扱いに関する検討を中心に検討が行われた。森林土壌については、影響を与

える要素が多すぎて、現段階では個別の係数を提供するまでに至っておらず、どのような発展方向がある

かについて BOX に記載することになった。Tier 3 によるモデルの利用については、LA および寄稿者

（CA：Contributing Author）によって BOX が追加され、各レビューの過程においてマイナーな修正

があったものの、概ねそのまま採用された。Equivalent mass（土壌質量均等法）および Erosion

（土壌侵食）についても執筆者の発意に基づき BOX として追加され、概ねそのまま採用された。 

バイオ炭については主に CA が執筆し、主執筆者（CLA：Chief Lead Author）と一部の LA によ

る議論なされたが、より多くの LA による確認・修正時間がほとんど取れなかった。また、レビューでの指摘

が非常に多く、CA に確認を取りながら記述を変えていくスタイルをとったが、第 49 回 IPCC 総会の採択

において、提示された Biochar の算定方法は Tier 2 と Tier 3 のみが認められ、本文の外側

Appendix に将来の Tier 1 算定方法の開発に向けて基礎情報※として記載された（※Appendix

には各係数が提示されるが、正式な IPCC のデフォルト値ではなく、参考データとの位置づけ；算定法の

詳細は後述）。その他、有機質土壌（Organic soil）に関するレビューでの指摘が多かったが、当該

部分に関しては 2013 年湿地ガイドラインに記載があり、そちらを参照するように記載された。 

 

2.2  3 章（一貫した土地表現）の主な変更 

2.2.1  主な変更点 

・ 土地利用と土地被覆の関係の説明文を更新（3.2 節） 

・ 異なるデータソースや Tier をどのように組み合わせて算定を実施するか説明文を更新。また、IPCC

の土地利用定義と各国土地利用定義の整合方法の考え方について説明文を更新（3.3、3.4、
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3A.6 節） 

・ 土地区分に利用できるデータセット、ツールの更新（3A.5 節） 

 

2.2.2  変更点についての補足 

従前から混乱しがちであった土地利用と土地被覆の取り扱いについて定義の適用方法などを含めた

補足的ガイダンスが提供されている。また、土地表現に係る主な情報ソースとして利用されるリモートセン

シング情報について、最新の知見を盛り込みながら新たな技術についても Box として事例紹介されてい

る。 

また、土地の特定方法については、サンプル法と悉皆的に特定する Wall-to-wall 法が対比的に示さ

れ、これに加えてインベントリ回数が 1 回のみか、時系列的に複数回行うかということを考慮したアプロー

チを 3 段階示している。 

改訂作業の中で LA から挙げられた指摘事項として、インベントリ期首から現在に至るまでに同一地点

で繰り返し発生する土地利用変化をどのように扱うかということが挙げられた。京都議定書第一約束期

間の基準年が 1990 年であることから、我が国における ARD 特定方法においてもこのことが課題となる

可能性があり、算定・報告方法の検討が必要となるものの、今回の改訂作業ではこのことに対応した明

確な方法論は示されていない。 

 

2.3  4 章（森林）の主な変更 

・ 土壌セクション、時系列の一貫性、及び各デフォルトパラメータのみ更新。 

・ 土壌セクションは、主に Tier 2、Tier 3 の算定を適用する場合のガイダンスが充実。 

・ 時系列の一貫性については、森林の算定においてデータにギャップがある場合の対処方法ガイダンス

が充実。 

・ デフォルトパラメータについては、FAO の標準的な気候帯、地域区分に応じて、デフォルト値を網羅

的に追加。 

・ Tier2 の土壌炭素変化係数の今後についての記載を追加 

 

2.4  5 章（農地）の主な変更 

2.4.1  主な変更点 

・ 農地の木本生バイオマスの算定パラメータの更新、及び土地利用変化時に適用する土壌炭素

係数が更新されている（森林減少時にも適用）。 

・ 土壌については、従来法に代わる Tier 2 簡易モデルによる算定方法が示されている。 

・ 従来法に加えて簡易的モデルを用いた Tier2 のアプローチ（Steady State Method）の新規

追加 

・ 農地土壌（の鉱質土壌）に埋設されるバイオ炭の土壌炭素ストックへの推計（Tier2, Tier3）

のための記述を追加（新規） 
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2.4.2  変更点についての補足 

Steady State Method の採用について：今回の改訂の目玉である本方法（従来法に加えて

簡易的モデルを用いた Tier2 のアプローチ）について、当初は森林、草地、農地などに適用する可能

性について議論があった。森林については、農地よりも投入される炭素量が複雑かつその値についての

知見が不足しており、本方法の採用が最初に見送られた。最終的に最後の執筆者会合において草

地への適用を断念したい と草地を担当している執筆者から提案があった。これは草地の炭素投入量

など適切な統計情報がない、モデルのパラメータの初期値データベースを整備できないというのが主たる

理由である。結局、方法論として提供するには時期尚早であると判断され、本方法は農地にのみ適

用されることとなった。 

 

2.5  6 章（草地）の主な変更 

・ 土地利用変化係数の改定 

・ 草地土壌（の鉱質土壌）に施用されるバイオ炭の土壌炭素ストックへの推計（Tier2, Tier3）

のための記述を追加（新規） 

 

2.6  7 章（湿地）の主な変更点 

・ これまで方法論の存在していなかった、湛水地について GHG 排出量の推計方法が新規に提示され

ている。森林が湛水地になった場合、これまではバイオマス及び枯死木の損失のみ計算していたが、

これに土壌炭素まで含まれた算定となる。なお、Tier 1 では、元の土地の炭素量に関係なく一定の

排出係数を用いて算定を実施し、Tier 2 以上で元の土地の炭素量に応じた算定を実施する。 

 

2.7  8 章（開発地）の主な変更点 

・ 開発地内のバイオマスの算定方法について、パラメータや高次 Tier の算定方法の情報が更新され

た。 

・ 土地転用に伴う土壌については、新たな科学的な知見が得られなかったことから特に更新は行われ

ていない。 

 

2.8 第 12 章（伐採木材製品；HWP） 

2.8.1 HWP 章の構成 

伐採木材製品については、TOR 上は「更新（update）」と位置付けられた章であるが、実質的な

全面書き換えを実施した。これは、主に二つの理由に起因する。一つが、HWP は「貿易される木材中の

炭素を原産国で計算するか使用国で計算するか」。「HWP に関係する排出・吸収を炭素プールとしての

蓄積変化の概念で捉えるか、大気中と HWP 間の炭素のやり取りで捉えるか」、といった整理によって異

なる「アプローチ」が提案されているが、このアプローチという概念と、方法論を表す Method、他の温室効

果ガスの算定方法と一貫して使われている Tier 別の算定方法の違いが 2006GL では十分に整理して

記載されていない、特に Tier 2 の記載が非常に貧弱、という問題意識を一部の執筆者が強く持ってい
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たことにある（既存の日本語訳では、アプローチは「法」と訳しているため、この点の使い分けには注意が

必要）。二つ目が、2013KPSG のガイダンスにおいて、HWP については、計算方法的な部分までかな

り踏み込んだ内容となっていることから、京都議定書特有の報告ルールや、削減量の計算要素を除いた

としても、十分に有用な方法論的なガイダンスが含まれており、この内容を反映するには、あまり 2006GL

の構成に捕らわれない方が、勝手が良かったためである。 

このため、2006GL と比較すると、説明の流れが異なる面があることから、2006GL と 2019 年方法

論報告書の要素がどの様に対応しているかを示す対応表を準備した。当初は、12 章の冒頭に入れてい

たが「有用なので各章で作成して欲しい」とレビューでコメントが付いたことを受け、最終的に第 4 巻の

Annex I Mapping Tables という文書で、各章の対応表を含めることとなった。HWP の内容や構成の

変更点は、Mapping Tables の 12 章の部分（A1.45～A1.48）を参照して欲しい。 

 

2.8.2 各アプローチの扱いについて 

国際的には、複数ある HWP のアプローチのうち、何らかのアプローチを IPCC ガイドラインで推奨して欲

しい、異なるアプローチを各国が採用した際に生ずる全球的な二重計上を明確にして欲しい、という要望

がある。アプローチの扱いについては、IPCC としては学術的に存在しているアプローチの計算方法を提示

しているものであって、アプローチを選択するのは UNFCCC の役割と整理している。そのため、2019 年方

法論報告書の TOR では、改良作業においては 2006GL の既存のアプローチを維持することが明記され

ており、Production（生産法）、Stock-change（蓄積変化法）, Atmospheric-flow（大気フ

ロー法）, Simple-decay（一次減衰）の各アプローチはいずれも除外はされていない。また、TOR を

定めるスコーピング会合においては、各アプローチ間の二重計上に関する表が含まれて、その内容も含め

る様に暗に示唆されていたが、表自体に誤りがあること、また特定のアプローチの利用の誘導に繋がるとし

て、今回の改良作業においては、その内容は含めていない。なお、HWP のアプローチの組み合わせに基

づく全球二重計上の発生については、別途研究論文としてまとめて発表2しているので、そちらを参考いた

だきたい。 

 

2.8.3 HWP に関する主な改良事項と論点 

⚫ Tier 1 は、半製品に対して FOD 型の寿命関数を適用するという考えの明確化 

今回、ガイドラインの改良に対して大きく意識されたことは、Tier 1 とは、3 つの半製品（製材、木質

パネル、紙・板紙）を起点として FOD 型の寿命関数を乗ずる方法であり、最終製品（家具等）の生

産量や、伐採時点の伐採量に対して FOD 型寿命関数を乗ずることは出来ないことが明確に説明され

た点にある。 

この点も踏まえ、2013KPSG の内容から木材製品の製品フローの状況について加筆を行った他、製

 
2 Sato, A., Nojiri, Y. Assessing the contribution of harvested wood products under greenhouse 

gas estimation: accounting under the Paris Agreement and the potential for double counting 

among the choice of approaches. Carbon Balance Manage 14, 15 (2019) doi:10.1186/s13021-

019-0129-5 
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品フロー的に半製品区分との二重計上の恐れがある枕木、V-joint製材、LVL、床材などは、製剤の定

義から除くなどの処理が行われることになるほか、杭丸太や電信柱などの利用形態は、寿命関数の形態

が大きく異なるために Tier 1、Tier 2 の下での FOD 型の寿命関数を適用できず、その他産業用丸太

（other industrial roundwood）については、独自にその炭素ストック変化を見積もる Tier 3 での

み計算が可能であることが説明されている。（12.4.1.1.節、特に 12.13 ページの中頃） 

 

⚫ 算定式の項の修正 

2006GL では、国内消費 HWP の炭素ストック変化（変数 1）、国産材由来 HWP の炭素ストッ

ク変化（変数 2）、あらゆる木材の輸入（変数 3）、あらゆる木材の輸出（変数 4）、伐採量（変

数 5）の 5 つの変数を用いて算定式の説明を行っていたが、上記の FOD 法は半製品状態から適用す

るという原則を明確化したため、原木から半製品に至るフローと、半製品以降のフローが判る様に、算定

式の項が変更されている。特に、式 12.5、12.6、12.7 あたりにその特徴が明確に出ている。 

 

⚫ Instantaneous Oxidation（伐採搬出即排出）の説明変更 

1996 年改訂 IPCC ガイドラインや GPG-LULUCF で、デフォルト法として採用されてきた、伐採時点

（伐採後林外に搬出した時点）で木材中の炭素を大気への排出とみなす Instantaneous 

Oxidation（IO 法）は、2006GL では、HWP の寄与が大きくない（insignificant）である場合に

適用されるという形に整理された。今回の改良では、IO法という説明は消え、「HWPの炭素ストックが長

期的に変化していないため排出・吸収は生じていない」と考える『assuming a ‘steady state HWP 

pool’』という概念で整理し直された。これは、活動量データが無い場合の「insignificant」の判断が原

理的に難しいという問題点の解消や、仮に生産量が多い木材製品であっても総ストック量に大きな変化

がない場合に、従来の IO 法を適用する様な整理が可能となるといった改良を目的としたものである。詳

細な説明は 12.4.1.2 節で提供されている。  

 

⚫ 定義・概念・Tier の明確化 

これまでのガイダンスで漠然と使われてきた概念や用語については、改めて整理を行っている。顕著なも

のとしては、「Approach（算定対象となる HWP の概念的な枠組みのこと）」と「Method（あるアプロ

ーチの下で、HWPに関係する排出・吸収を計算する方法）」についての違いを明確にし、意識的に使い

分けていること、「Accounting」という言葉は排出削減量に相当するクレジット・デビットの計上を指す言

葉として、推計や計算の文脈では使用を避けたこと（結果として本文中では一切明確にされていない）

などがある。 

これに伴い、2006GL では、各アプローチの説明が Tier 1 method の下で全て説明されていた形式

を改め、アプローチの概念についての説明を単独節として設けた（12.3 節）ほか、Tier 2、Tier 3 の方

法論の説明を強化した。なお、日本が採用している方法は、Tier 3 の「Combined HWP direct 

inventory and flux data methods」に該当する。 

また、アプローチについては、輸出入材の取り扱いに関するシステムバウンダリーと、方法論として、炭素



8 

 

ストック変化を見る方式と、大気中とのフラックスを見る方式の 4 分割で整理できる旨の説明を提供して

いる。詳細は、12.2、12.3、12.4.2 節を参考のこと。 

 

アプローチの分類 
System boundary 

原産国基準 消費国基準 

Method 

プール基準 Production approach Stock-change approach 

フラックス基準 
Simple-decay 

approach 

Atmospheric-flow 

approach 

 

⚫ パラメータの変更 

HWP の製品ごとの炭素含有率や密度等のデータは、直近の知見を踏まえて 2013KPSG のデフォル

ト値を元に全面的に更新された。詳細は 12.4.2.1 節を参考のこと。 

 

⚫ 過去の炭素インフローの推計方法を 1900 年基準から、最初の年の 5 年平均基準に変更 

FOD 法では、既存 HWP ストックの廃棄による排出が発生するため、過去からの HWP のインプット量

を推計する。2006GL では FAOSTAT の 1961 年以降のデータと接続する形で 1900 年まで遡って算

定する方法が示されていたが、国に分割等で FAOSTAT の歴史的な経年データがそろわない場合がある

等、方法論の汎用性に課題が生じていた。そのため、2019 年改良においては、2013KPSG で採用さ

れているデータがそろっている最初の 5 年の平均で初期ストック量を設定する方法に修正がなされた。式

12.4 及び、その周辺の文章で詳細を説明している。 

 

⚫ バイオマスエネルギー利用の計算に関する説明の強化 

特にこれまでと算定・報告方法の変更を示唆したものではないが、木材をエネルギー利用した場合にど

こでその CO2 が計算されているのかを、明確に説明して欲しいという要望が政府専門家レビューコメントで

多く寄せられたことから、伐採時の残渣のエネルギー利用、伐採木の直接エネルギー利用、製材端材の

エネルギー利用、最終製品作成プロセスにおける端材のエネルギー利用、廃棄段階のエネルギー利用に

伴う CO2 排出が各 HWP アプローチのどこで計算されているかを整理してガイダンスして提示した

（12.5.1 節）。 

また、非 CO2 排出については、基本的に消費国ベースで計算がされることから、その内容と、HWP ア

プローチの選択によっては、CO2 排出と非 CO2 排出のバウンダリーに差が出ることを、追加的に説明した

（12.5.2 節）。 

 

⚫ Solid Waste Disposal Site (SWDS)内に長期固定される炭素、メタンとして排出される炭素の

控除 

廃棄物分野の SWDS からのメタン排出算定モデルにおいては、埋立される廃木材中炭素に対して、

分解性炭素比率（ガス化比率）、メタン化比率を乗じてメタン排出量を計算しているが、同時に、難
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分解性炭素として SWDS 中に貯留される炭素量と、ガス化してメタンとならない炭素による CO2 排出も

計算することができる。 

この状況を受けて、SWDS において難分解性炭素としてガス化しない炭素、及びメタンとして排出され

る炭素は HWP の CO2 排出からは控除しても良い、というガイダンスを追加している。 

 

 



 

 

 
 

 

【Ⅱ】 2019 年方法論報告書の 

翻訳及び解説 
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